
 大切な体験 

     ゼンギン・エミネ・ゼイネップ（トルコ・アンカラ大学） 

私は、トルコのアンカラ大学から来た 2020 年 10 月から 2021 年 9 月までの交換留

学生ゼンギン・ゼイネップです。日本での 1 年間が過ぎ、そろそろ帰国する時間が近

づいてきました。その一年間はあっという間に経ちました。 

日本で過ごしたこの 1 年は、私の今までの人生において一番成長した時期でした。

トルコで大学に入ってから、日本語の能力を上達させたいと思い、そのためにも留学

をしたいと長い間考えていました。嬉しいことに辛い努力が実り、交換留学生として

お茶の水女子大学に留学することが決まりました。しかし、2020 年はコロナの影響で

大変な時でした。最初、コロナの影響で日本に行けるかどうかがわからなかったの

で、心配していましたが、１ヶ月遅く日本に行くことができました。 

後学期や前学期は様々なトラブルが発生して、自分で乗り越えられないこともあり

ましたが、サポーターである優さんやかのこさんのおかげで何でも簡単にできるよう

になりました。本当に感謝しています。 

先生方、指導教員の方や大切な友人のおかげで、学生生活や日常生活にすぐに慣れ

ることができました。浅田先生をはじめ、先生方皆様に心から感謝していますが、特

に萩原先生とマツダ先生には特別な感謝の気持ちでいっぱいです。授業のことだけで



はなく、授業以外にも色々優しくサポートして頂きまして、本当にありがとうござい

ました。 

他の大学と比べると、お茶の水女子大学は少し厳しく感じて、困ったこともありま

した。これまでの留学の過程の中で、学校が大変忙しく課題などが多かった時は諦め

ようと思うほど辛い時期もありましたが、一生懸命頑張って努力することで、日本語

を以前と比べて上達させることができたということに気づきました。そして、コロナ

の影響で、大方すべての授業はオンラインでしたが、対面の授業にも参加して、先生

方と直接会えました。それは私にとってうれしいことでした。 

また、日本で初めてアルバイトをして、本当の世界と日本社会を理解する機会にな

りました。アルバイトを通して、元プロボクサーの山中慎介をはじめ、素晴らしい

人々と知り合えました。コロナの影響で日本人でさえアルバイト先を見つけにくいこ

の時期、私を雇ってくれた店長に感謝しています。 

来日して、今までのことを振り返ってみると、つらいことやうれしいこともありま

した。それらすべてが、日本に留学したからこそできた重要な経験だと思います。今

後の目標は今まで体験したことや身に付けた知識を活かして、卒業した後に日本で働

けるように頑張っていくことです。改めて、皆さん今までありがとうございました。 

 



 

 

 

大阪城 東京タワー 

アルバイト先（店長や靴のデザイナーリタさんと一緒に） 



 

チームラボ・お台場 

好きなドラマーさんと一緒に 


